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いつも黙 と々絵を描いて切り抜いています。 今回は、 カラフルな鳥と
いろんな生物の切り絵を作りました。
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平 成
29 年

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。
また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せく
ださい。表紙の作品も募集しています。

宮城県自死予防情報センター
みやぎほっとするーセンター

保健士　菊田 弓久
まちこころ

宮城県では、毎年400人以上の方が、全国では23,000
人以上の方が自らの命を絶っています。

自死は個人の意思や選択の結果と思われがちですが、実
際には様々な要因が複雑に絡みあい、心理的に追い込まれ
た末の死と言われています。

宮城県では、自死対策の総合的な支援体制を強化し、「誰
も自殺に追い込まれることのない社会の実現」を目指し、
平成27年6月に「宮城県自死予防情報センター」（みやぎ
ほっとするーセンター）を開設しました。

センターでは、電話相談や面接相談の他、自死遺族会支
援、関係者の人材育成など行っています。相談ではお話を
伺いながらお困りのことについて問題を整理し、必要に応
じ適切な支援機関にお繋ぎします。
「話しを聴いてもらって楽になった」と言っていただけ

る方が多くいらっしゃいます。しかし、悩みを抱えた人は、
「人に悩みを言えない」、「どこに相談に行ったらよいのか
わからない」「どのように解決したら良いのかわからない」
等の状況に陥ることがあります。

一人ひとりの大切な命を守るためには、周囲の人が悩ん
でいる人に「気づき」、「声をかけ話しを聴いて（傾聴）」、「必

要な支援につなげ」、「見守る」ことが大事です。このよう
な対応ができる人をゲートキーパー（門番）と言います。

悩みを抱えた人が安心して自分の悩みを話せることが大
事です。つらい気持ちでいることを話してくれたことをね
ぎらい、否定したり安易に励ましたりせずに、じっくり話
を聴き、気持ちに寄り添ってみましょう。「消えてしまい
たい」など死にたいほどつらい気持ちの方には、みやぎほ
っとするーセンターや最寄りの保健所での相談を勧めてく
ださい。一人ひとりの大切な命を、みんなで守りましょう。

県 社 協 掲 示 板

一人で悩まず相談してみませんか
みやぎほっとするーセンター
専用相談電話：0229-23-0028　
　　　　　　  9：00～16：00（土日祝日年末年始を除きます）

*宮城県では、平成26年1月から法律の名称や統計用語を除き「自殺」
にかえて「自死」を使用しています。

第62回　宮城県社会福祉大会が開催されました！

大切なあなたの命を守りたい

　平成28年11月2日、第62回宮城県社会福祉大会が開

催され（主催；宮城県社会福祉協議会、宮城県共同募金

会、宮城県民生委員児童委員協議会、宮城県身体障害者

福祉協会、宮城県手をつなぐ育成会、宮城県里親なごみ

の会、宮城県精神障がい者家族連合会、共催；宮城県）、

約1,400余名が参加されました。

　社会福祉関係者が一堂に介し、第一部では永年の功績

を称え227人、23団体が表彰され、第二部では「がんばら

ないけど、あきらめない」と題し、鎌田實さんの記念講演

が行われました。生きることにおいて、頑張りすぎない

けど諦めない、物事を肯定的に受け止め、自分らしく生

きることの大切さを教えていただきました。

ひと



「福祉みやぎ」は、全ページの下部隅に「ＳＰコード」を入れています。これを専用の読み取り装置「スピーチオ」に通すと、
紙面に印刷された活字の情報を音声で聞くことができます。高齢者や視覚障害者の方の情報手段として有効です。

特  集
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
と
り

ま
く
状
況

先
述
し
た
と
お
り
、
今
年
度
は
一
斉
改

選
の
年
で
、
12
月
1
日
に
新
任
期
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
一
斉

改
選
ご
と
に
、
全
体
の
約
１
／
３
に
あ
た

る
7
～
8
万
人
が
交
替
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
内
で
は
、
４
、

３
０
４
名
の
定
数
に
対
し
、
４
、０
７
６

名
が
委
嘱
さ
れ
、
欠
員
率
は
５・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
（
河
北
新
報
、
平
成
28
年

12
月
2
日
付
）。

今
日
、
社
会
や
家
庭
の
姿
が
大
き
く
変

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
住
民
の
福
祉

課
題
、
生
活
課
題
は
多
様
化
、
深
刻
化
し

て
お
り
、
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
り
、
見
守
り
役
で
あ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
の
期
待
は
よ
り
い
っ
そ
う
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
「
社
会
福
祉
行
政
業
務
報

告
（
福
祉
行
政
報
告
例
）」
に
よ
る
と
、

民
生
委
員・児
童
委
員
の
行
っ
た「
相
談・

支
援
」
は
約
６
４
６
万
件
で
、
委
員
1
人

あ
た
り
年
間
27
・
９
件
に
な
り
ま
す
。
こ

の
「
相
談
・
支
援
」
の
内
容
と
し
て
は
、

日
常
的
な
支
援
や
子
ど
も
の
地
域
生
活
、

在
宅
福
祉
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
、
分
野

別
に
は
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
が

３
６
２
万
件
、
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
が

１
３
３
万
件
、
障
が
い
者
に
関
す
る
こ
と

が
33
万
件
と
、
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
が

相
談
件
数
の
5
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
訪
問
回
数
は
約
３
８
６
４
万

回
で
、
委
員
1
人
あ
た
り
年
間
１
６
７
回

と
、
3
日
に
1
回
は
訪
問
活
動
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
活
動
が
多
岐
に
わ
た
る
な

か
、
と
く
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
あ

る
沿
岸
部
の
市
町
村
で
は
、
委
員
の
高
齢

化
や
、
委
員
の
大
変
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
て
き
た
住
民
の
な
か
で
「
民
生
委
員
は

大
変
」
と
の
思
い
が
生
じ
て
お
り
、
新
た

な
「
な
り
手
」
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
5
年
に
岡
山

県
の
笠
井
信
一
知
事
（
当
時
）
が
大
正
天

皇
に
ご
下
問
を
受
け
、
県
内
の
貧
困
世
帯

の
生
活
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
県
民
の

1
割
に
あ
た
る
約
10
万
人
が
極
貧
状
態
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
正
6
年
に
「
済

世
顧
問
制
度
」
を
創
設
し
た
こ
と
を
源
と

し
て
い
ま
す
。
翌
年
で
あ
る
大
正
7
年
に

は
大
阪
府
に
お
い
て
、林
市
蔵
府
知
事（
当

時
）
が
「
方
面
委
員
制
度
」
を
発
足
し
、

昭
和
3
年
に
は
「
方
面
委
員
制
度
」
が
全

国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
21
年
の
民
生

委
員
令
公
布
に
よ
り
、
名
称
は
方
面
委
員

か
ら
民
生
委
員
に
改
ま
り
ま
し
た
が
、「
済

世
顧
問
制
度
」「
方
面
委
員
」、
そ
し
て
民

生
委
員
の
１
０
０
年
の
歴
史
は
、
救
貧
・

防
貧
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
こ
の
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
あ
た
り
、
わ
が
国
が
誇
る
べ
き
民
生

委
員
・
児
童
委
員
制
度
を
今
後
も
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
を
広
く
社
会
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化

に
即
し
た
活
動
の
方
向
性
を
検
討
す
る
な

ど
、
種
々
の
記
念
事
業
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

大
正
6
年
、
岡
山
県
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た

済
世
顧
問
制
度
を
源
と
す
る
民
生
委
員
制
度

は
、
今
年
、
制
度
創
設
１
０
０
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
22
年
に

公
布
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
創
設
さ
れ

た
児
童
委
員
制
度
も
70
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
つ
い
て
概
説
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
法

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
児
童
福
祉
法
に

定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
全
国
で

は
約
23
万
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
任

期
は
3
年
で
（
再
任
は
可
）、
今
年
の
12
月
1

日
に
一
斉
改
選
を
迎
え
、
現
在
、
新
任
期
で
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
（
活
動
に
必
要
な
交
通
費
等
に
充
て
る
た

め
の
実
費
弁
償
費
と
し
て
月
数
千
円
が
支
弁
さ

れ
ま
す
）。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
全
国
共
通
の
制

度
と
し
て
、
国
民
す
べ
て
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
相
談
・
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
厚

生
労
働
大
臣
が
決
め
た
基
準
（
一
定
の
世
帯
数

ご
と
）
を
踏
ま
え
、市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

ご
と
に
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
約
2
万
1
千

人
は
「
主
任
児
童
委
員
」
と
し
て
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
行
っ
て
い
ま

す
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立
場
に

た
っ
て
、
地
域
住
民
の
相
談
に
応
じ
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ

て
い
ま
す
。自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、

担
当
の
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介

護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失
業
や

経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
に
基
づ
く

守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

「�

民
生
委
員
制
度
は
今
年
、

創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
」

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

特  集

明けましておめでとうございます。日頃より、宮城県社会福祉協議

会の各事業に関して、温かいご支援とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。

地域に生活する皆様、そして社会福祉に携わる皆様と連携し、互いに助け合い、支え

合いながら安心して暮らすことの出来る地域づくりのため、役職員一同一丸となって地

域福祉の推進に努力して参りますので、一層のご理解とご協力をよろしくお願い申し上

げます。

年頭にあたり、皆様の益々のご健勝とご活躍、ご多幸を心から祈念申し上げ、新年の

ご挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会

会　長　　鈴 木　隆 一

新年のご挨拶

3
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で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
、
子
育
て
支

援
に
対
す
る
思
い
が
地
域
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

～
保
護
者
へ
の
支
援
～

「
保
護
者
が
笑
顔
で
い
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
が
生
活
す
る
最
善
の
環

境
に
繋
が
る
」
と
い
う
考
え
の
中
、

保
護
者
の
方
の
「
ホ
ッ
と
す
る
居
場

所
」
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
保
護

者
の
方
は
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
こ
こ
に
来
て
ホ
ッ
と
し
た
り
、

自
分
の
時
間
を
過
ご
し
て
も
い
い
ん

だ
、
と
い
う
思
い
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
す
齋
藤
理
事
長
か
ら
は
、

子
ど
も
た
ち
と
、
毎
日
子
育
て
に
励

む
保
護
者
の
方
の
笑
顔
を
願
う
、
熱

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

～
地
域
交
流
～

地
域
交
流
は
義
務
的
に
な
ら
な
い

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
楽
し

み
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
方
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
、
高
齢
者
施
設
へ
訪
問
し
た
り
、

そ
う
い
っ
た
関
わ
り
の
中
で
、
地
域

の
方
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は
触
れ
合
い
か

ら
温
か
い
気
持
ち
な
ど
を
感
じ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
顔
見
知
り
の

関
係
性
に
な
り
、
地
域
の
方
々
と
子

ど
も
た
ち
が
繋
が
る
こ
と
で
、
地
域

の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
環
境

が
自
然
と
出
来
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
し
、
地
域
交
流
活
動
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

子
育
ち
、
親
育
ち
、

地
域
の
育
ち

「
大
人
の
目
線
で
“
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
”
と
作
る
環
境
は
、
必
ず
し

も
い
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
齋
藤
理
事
長
。
例
え
ば
、
危
険
な

も
の
を
知
り
危
機
回
避
を
学
ぶ
こ
と

や
、
時
に
は
小
さ
な
傷
や
失
敗
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
他
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
や
生
き
る
力
を
育
む
こ

と
も
子
ど
も
た
ち
に
は
必
要
な
経
験

で
あ
り
、
そ
れ
を
育
む
場
が
放
課
後

の
時
間
や
遊
び
の
中
で
は
な
い
か
と

子
育
て
応
援
団
ひ
よ
こ
で
は
考
え
て

い
ま
す
。「
時
間
・
空
間
・
仲
間
」
こ

の
3
つ
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

失
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
子
ど
も
の
育
ち
を
考
え
た

時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ

る
「
時
間
」
と
「
場
所
（
空
間
）」、

遊
び
を
通
じ
て
築
き
上
げ
ら
れ
る「
仲

間
」
と
の
信
頼
関
係
、
遊
び
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
自
ら
「
生
き
る
力
」

を
育
ん
で
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
親
子
の
成
長
を
地
域
が

“
信
頼
の
輪
の
中
”
で
見
守
り
、
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む

子
育
て
応
援
団
ひ
よ
こ
の
活
動
が
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り

の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く
の
だ
と
、

今
回
の
取
材
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

地域で育む
子育て環境の実現

ＮＰＯ法人 子育て応援団ひよこ

今号では、「子育ち・親育ちを地域が連携し、見守り・応援し・支え合う仕組み作り」
を基本理念に、児童センター運営や託児ボランティア事業などを通して地域で育む子育て
環境づくりに取り組んでいる「ＮＰＯ法人 子育て応援団ひよこ」の齋藤勇介理事長にお
話を伺ってきました。

Heart
＆

Works
ハート＆ワークス

「
子
育
て
応
援
団

ひ
よ
こ
」
と
は

地
域
で
の
子
育
て
支
援
を
初
め
て

20
年
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
し
た
内
容

で
継
続
し
、
安
定
し
て
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
平
成
23
年
2
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
し
ま
し
た
。「
町
の
復
興
と
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
に
お
い
て
、
自
分

た
ち
は
何
が
出
来
る
の
か
と
考
え
な

が
ら
の
5
年
間
で
し
た
」
と
齋
藤
理

事
長
は
今
日
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
託
児
や
、
名
取
市

か
ら
委
託
を
受
け
、
市
内
で
3
か
所

の
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

法
人
が
運
営
に
従
事
し
て
い
る
児

童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
じ
施
設
内
で

乳
幼
児
親
子
対
象
の
「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」
と
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。「
児
童
館
」
は
0

～
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
自
由
に
出

入
り
で
き
る
場
で
あ
り
、
公
園
の
よ

う
な
感
覚
で
遊
べ
る
地
域
の
「
居
場

所
」
で
す
。
一
方
「
児
童
ク
ラ
ブ
」

は
小
学
生
の
留
守
家
庭
児
童
を
対
象

と
し
、
登
録
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
る

「
子
ど
も
た
ち
は
色
々
な
思
い
を
抱

え
て
児
童
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
楽
し
い
日
も
あ
れ
ば
、

友
達
と
喧
嘩
を
し
た
日
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
こ
こ
は
、
そ
う
い
っ
た
思
い

を
１
０
０
％
受
け
止
め
て
い
い
場
所

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
齋
藤
理
事

長
は
話
さ
れ
ま
す
。
今
の
子
育
て
環

境
で
足
り
な
い
も
の
は
、
子
ど
も
た

ち
が
ホ
ッ
と
出
来
た
り
、
気
持
ち
を

受
け
止
め
た
り
す
る
居
場
所
で
は
な

い
か
と
の
思
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
作
り
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
長
い
期

間
、
子
ど
も
達
の
育
ち
を
見
守
り
寄

り
添
え
る
場
所
と
い
う
の
は
、
児
童

館
の
大
き
な
強
み
で
す
。
長
い
期
間

で
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に
な
っ
て

あ
げ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
、
子
育

て
応
援
団
ひ
よ
こ
で
は
行
っ
て
い
ま

す
。

子
育
て
応
援
団

ひ
よ
こ
で
は
、
中
高

生
に
も
積
極
的
に
児

童
館
を
利
用
し
て
も

ら
お
う
と
「
＋
Ｙ
Ｏ

Ｕ
」
と
い
う
名
称
で
事
業
の
展
開
を

し
て
い
ま
す
。
年
齢
の
低
い
子
は
年

上
の
姿
に
憧
れ
、
中
高
生
は
年
下
の

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
部
分
な
ど
に

助
け
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
と
っ
て
特
別
な

関
係
性
が
築
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
様
子
が
見
ら
れ
る
の
も
、「
幅
広

い
年
代
を
対
象
と
し
て
い
る
児
童
館

の
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
」
と
齋
藤
理

事
長
は
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

地
域
の
中
で
の
「
ホ
ッ
と
で
き
る
居

場
所
」
を
担
う
の
が
児
童
館
で
あ
り
児

童
ク
ラ
ブ
と
い
う
存
在
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
核
家
族
化
や
共
働
き
家
庭
が
大

半
を
占
め
る
昨
今
、
気
持
ち
を
素
直
に

出
せ
る
場
所
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

子
育
て
環
境
を
育
む

～
支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
～

支
援
者
の
方
を
対
象
に
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
同
じ
支
援
者
と
い
う
立
場

で
気
持
ち
や
知
識
を
共
有
す
る
こ
と

自社のニーズに合った人材を育成できます!
有期実習型訓練の活用のお勧め経営者の皆様へ

ジョブ・カードで
マッチング！

求職者

正社員の経験が少ない
非正規雇用労働者

企　業

 有能な人材を
育成したい企業

ジョブ・カード

有期実習型
訓練

終了後に支給される助成金でコスト負担を軽減 !

出
提
の
届
始
開
練
訓

出
提・
成
作
の
届
画
計
練
訓

集
募
の
生
練
訓

ブ

出
提・
成
作
の

定
決
の
用
採
の
て
し
と
員
社
正

の
で
動
活
職
就

施
実
の
練
訓
型
習
実
期
有

Off-JT

OJT

+

Point
助成金で

コスト負担を
軽減

有能な
人材を育成

Point

者
職
求

業
　
企

ジョブ・カード制度

日本商工会議所 中央ジョブ・カードセンター
各地商工会議所 地域ジョブ・カード（サポート）センター
　URL　http://www.jc-center.jp

厚生労働省　
　URL　http://www.mhlw.go.jp宮城県地域ジョブ・カードセンター

〒980-8414 仙台市青葉区本町2-16-12仙台商工会議所内
TEL:022-212-4777　FAX:022-211-0720

職業能力を証明するA4判の大きさの3種類のシート（①キャリア・
プランシート、②職務経歴シート、③職業能力証明シート）です。

全国各地の地域ジョブ・カード（サポート）センターでは、
ジョブ・カードを活用した有期実習型訓練を実施する企
業を支援しています。

ジョブ・カードを活用したOff-JT（座学等）とOJT（実習）を
効果的に組み合わせた3カ月以上6カ月以内の職業訓練。
有能な人材を育成したい企業と正社員の経験が少ない求職
者とのマッチングを促進する国の制度です。
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●�English!!

を
切
り
口
に

「H
ello! H

ow
 are you?

（
こ
ん
に
ち
は
。
お

元
気
で
す
か
）」
松
島
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
介

護
予
防
事
業
の
一
コ
マ
で
す
。
日
本
三
景
の
一
つ

で
あ
る
松
島
町
に
訪
れ
る
観
光
客
の
中
に
は
、
多

く
の
外
国
人
も
含
ま
れ
ま
す
。
外
国
人
と
関
わ
る

機
会
の
多
い
松
島
町
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
方
々

と
共
に
暮
ら
し
て
行
け
る
ま
ち
づ
く
り
は
大
切
な

視
点
と
言
え
ま
す
。
松
島
町
社
協
で
は
、
英
語
の

得
意
な
職
員
の
採
用
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ず
は
英

語
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
英
語
を
使
っ
た
出
前
講
座
を
開

始
し
ま
し
た
。

●�

楽
し
く
触
れ
合
う

講
座
で
は
、
松
島
町
社
協
職
員
が
地
域
で
開
催

さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
や
自
治
体
の
介
護
予
防

事
業
な
ど
へ
出
向
き
、
英
語
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の

方
々
は
普
段
は
体
験
す
る
機
会
の
少
な
い
内
容
に

「
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
」
と
い
う
様
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
馴
染
み
の
あ
る
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。「
英
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

外
国
人
に
対
す
る
壁
を
薄
く
し
た
い
、
ま
た
、
日

本
語
を
頭
の
中
で
英
語
に
し
て
口
に
出
す
こ
と
は

非
常
に
良
い
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
し

て
く
れ
た
の
は
、
松
島
町
社
協 
主
事 

山
口
一
真

さ
ん
。
講
座
の
際
に
は
、
楽
し
く
英
語
に
触
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

普
段
の
関
わ
り
意
識
か
ら

外
国
人
の
理
解
を
広
め
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
松
島
町
社
協
で
は
仙
台
地
方
の
町
村
社
協
連

絡
会
に
お
い
て
、
災
害
時
の
外
国
人
の
方
々
の
困

難
や
英
語
等
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
一
体
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
良

い
の
か
。
不
安
。
不
便
」。
災
害
時
に
は
、
災
害

に
関
す
る
知
識
不
足
や
言
語
の
壁
に
よ
り
、
避
難

時
や
避
難
所
で
外
国
人
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し

ま
す
。
非
常
時
に
咄
嗟
に
英
語
で
し
っ
か
り
と
対

応
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し「
普
段
か
ら
英
語
に
触
れ
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
、

外
国
人
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
意
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
」
と
山
口
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

●�

壁
を
な
く
し
共
に
暮
ら
す

松
島
町
社
協
で
の
英
語
を
使
用
し
た
取
り
組
み

は
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
の
サ
ロ
ン
の
他
、
小

学
生
向
け
の
福
祉
体
験
教
室
と
組
み
合
わ
せ
た
開

催
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
や
場

面
で
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
」
と
松
島
町
社
協 

主
事 

相
澤
雅
之
さ
ん
。
災
害
時
の
外
国
人
の
方
々

の
困
難
や
英
語
等
を
学
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も

町
民
向
け
へ
の
応
用
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
に
と
っ
て「
心
の
壁
」

「
制
度
の
壁
」「
言
葉
の
壁
」
が
３
つ
の
壁
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
心
の
壁
」
を
排
除
す
る
た
め

に
は
、
特
に
日
頃
か
ら
の
意
識
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
様
々
な
場
面
で
町
民
が
英
語
と
触
れ
合
う
機

会
を
つ
く
る
こ
と
で
、外
国
人
へ
の
理
解
を
進
め
、

共
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
松
島
町
社
協
の
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
県
社
協　

地
域
福
祉
課　

取
材
）

市町村
社協の
ここがここがイチオシ!!

・  ・  ・  ・
近
年
、
観
光
や
留
学
、
永
住
な
ど
様
々
な
形
で
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
が
急
増
し
、
改

め
て
国
を
越
え
理
解
し
合
い
共
に
暮
ら
し
て
行
く
地
域
社
会
構
築
の
重
要
性
が
謳
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
号
で
は
松
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
松
島
町
社
協
」）
で
実
施
し
て
い
る
、

英
語
を
使
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～
地
域
づ
く
り
へ
向
け
て
英
語
を切

り
口
と
し
た
取
り
組
み
～

▲「Rock（岩）Paper（紙）Scissors（はさみ）Go」
　介護予防事業での様子。

「
外
国
人
と
共
に
暮
ら
す

地
域
社
会
を
目
指
し
て
」

宮城県
松島町
●

キラリ★

仕
事
人今号では、東北大学病院で言

語聴覚士として働く、宮城県言
語聴覚士会 会長の遠藤佳子さ
んにお話を伺いました☆

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
祉
の
職
場
で
働
く

キ
ラ
リ
☆
と
光
る
人
を
紹
介
し
ま
す

★★

―
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
話
す
」「
聞
く
」「
食
べ
る
」
こ
と
の
機
能

に
障
害
を
持
つ
方
の
評
価
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
話
す
」「
聞
く
」「
食

べ
る
」
は
、
加
齢
、
脳
や
神
経
の
病
気
、
耳
や

の
ど
や
口
の
周
囲
の
病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
で
そ
の
機
能
に
障
害
が
生
じ
ま
す
。
低
下

し
た
機
能
を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
他
、
話
し
や
す
い
、
聴
き
や
す
い

環
境
の
提
案
や
、
食
べ
や
す
い
食
材
の
提
案
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

―
言
語
療
法
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

大
学
院
の
研
究
室
で
、
脳
の
中
で
こ
と
ば
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
脳
損
傷
後
に
は
ど
う
し
て
こ
と
ば
が
出
に

く
く
な
る
の
か
、
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
脳
損
傷
の
た
め
に
こ
と
ば
が
出
に
く
く

な
っ
た
患
者
さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
と
ば
の
障
害
に
苦

し
み
な
が
ら
も
、
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で

お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
お
姿
を
拝
見
し
、「
こ
の
よ

う
な
患
者
さ
ん
方
を
正
し
く
理
解
し
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、
言
語
聴
覚

士
を
目
指
し
ま
し
た
。

―
や
り
が
い
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か

こ
と
ば
や
聞
こ
え
の
不
自
由
さ
が
原
因
で
生

活
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に
自
信
を
持
て
な
か
っ

た
方
が
、
趣
味
を
再
開
し
た
、
ま
た
は
人
が
集

ま
る
交
流
会
に
参
加
し
た
、
な
ど
、
一
歩
踏
み

出
し
た
話
を
聞
く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―
大
変
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か

病
状
な
ど
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
期
待
に

１
０
０
％
添
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
き
は
や
は

り
こ
ち
ら
も
辛
い
で
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
は
平
成

９
年
に
国
家
資
格
と
な
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ

２
０
年
余
り
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま

だ
一
般
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
職

種
で
、
宮
城
県
言
語
聴
覚
士
会
も
会
員
は

２
０
０
名
程
度
で
す
。
し
か
し
医
療
急
速
に
発

展
し
て
お
り
、
医
療
現
場
で
Ｓ
Ｔ
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｔ

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
と
し
て
認
め

ら
れ
、
今
後
は
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
予
防
の
現
場
で
も
そ
の
専
門
性
を
生
か
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
激
に
広
が
っ

て
い
く
需
要
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
今
の
課

題
で
す
。

―
同
じ
職
業
を
目
指
す
方
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
た
、
と
い
う
瞬
間
、
患
者
さ
ん
は
と

て
も
素
敵
な
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

笑
顔
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地域の特徴に合わせた、地
域福祉推進協議会、福祉
体験学習をはじめとした地
域福祉事業の他、訪問介護
やデイサービスなど介護保
険事業も展開しています。▲�「Tsunami is coming！（津波が来ます）」災害時の研修の様子。

　外国の方に協力いただき、体験型を大切にしています。

★

★

★

★

松島町
社会福祉協議会
人口　14,700人

（平成28年10月31日現在）
社協データ
職員数　27人

（平成28年6月現在）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
挑
戦
の
場
！

～
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
～

プ
ラ
ザ
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
に
、
１
階
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
挑
戦
の
場
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
す
（
※
１
）。
こ
ち
ら
で
は
、

実
店
舗
を
構
え
る
よ
り
低
リ
ス
ク
で
、
店
舗

運
営
に
必
要
な
販
売
の
練
習
や
収
支
管
理
等

に
つ
い
て
、実
務
を
通
し
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

「
こ
う
し
た
設
備
は
非
常
に
珍
し
い
」
と
の

こ
と
で
、
プ
ラ
ザ
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で

す
。
ま
た
、実
際
に
事
務
所
を
持
た
ず
と
も
、

「
交
流
サ
ロ
ン
」
で
打
合
せ
を
し
た
り
、「
共

同
作
業
室
」
で
事
務
作
業
を
し
た
り
、
会
議

室
を
借
り
て
、総
会
や
研
修
会
を
行
う
な
ど
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
プ
ラ
ザ
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

（
※
１
）
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
起
業
支
援
の
た

め
の
制
度
、
仕
組
み
、
施
設
等
。

人
と
地
域
を
む
す
ぶ

今
年
は
、
プ
ラ
ザ
に
と
っ
て
会
館
１
５
周

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。こ
の
間
、

社
会
の
課
題
は
一
層
複
雑
化
し
、
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
こ
れ
ら

の
社
会
状
況
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。
こ
う

し
た
長
年
の
取
り
組
み
の
中
、
プ
ラ
ザ
に
は

膨
大
な
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
蓄
積
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

相
談
に
来
館

さ
れ
る
方
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
等
の

団
体
だ
け
で
な

く
、「
何
か
し

て
み
た
い
」
と

い
う
若
い
方
か

ら
定
年
退
職
後

の
方
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
代

の
個
人
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
実
際
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
て
も
「
自

分
自
身
、
何
に
貢
献
で
き
る
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
思
い
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
、

そ
の
時
は
じ
っ
く
り
お
話
を
聞
い
て
、
様
々

な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
興
味

の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
後
、
継
続
的
に
市
民
活
動
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

情
報
を
む
す
ぶ

こ
う
し
た
有
益
な
情
報
に
、
宮
城
県
の
ど

こ
に
住
む
方
に
も
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
プ
ラ
ザ
で
は
、『
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情

報
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活

動
団
体
を
支
援
す
る
情
報
サ
イ
ト
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
堀
川
副
館
長

か
ら
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営

の
役
立
つ
講
座
や
プ
ラ
ザ

の
利
用
案
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
活
動
団
体
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
お

知
ら
せ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
な
ど
が
盛
り

だ
く
さ
ん
な
の
で
、
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
欲
し
い
」
と
の
こ
と
。
ご
自
分
の
興
味
の

あ
る
情
報
に
繋
が
り
、
市
民
活
動
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

宮
城
県
内
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
が
、
今
回
ご
紹
介

し
た
プ
ラ
ザ
の
他
に
11
か
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体

を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て
、
日
々
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
と
し
て
各
拠
点
を
ご
紹
介
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

市
民
が
自
発
的
に
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
非
営
利
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）。
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
柔
軟
で
機
動
力
の
あ
る
活
動
は
、
市
民
社
会
・

地
域
社
会
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宮
城
県
内
全
域
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体
を

支
援
し
て
い
る
「
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
（
以
下
プ
ラ
ザ
）」
の
副
館
長

堀
川
晴
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体
の
拠
点

と
し
て
の
プ
ラ
ザ
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
探
っ
て
き
ま
し
た
。

みやぎボランティア総合センターからボランティア活動や
防災活動、福祉教育などさまざまな情報を発信します

つ・な・ぐ
ちいきを

人
・
情
報
・
地
域　

を
む
す
ぶ
拠
点

『
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
』

～
宮
城
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
～

10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
た
「
第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭
な
が
さ

き
大
会
」（
愛
称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

２
０
１
６
）
に
、
本
県
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
種
目
に
出
場
し
た
佐
々
木
武
さ
ん
（
加
美

町
在
住
・
95
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
本
県
か
ら
佐
々
木
さ
ん
を
含
め
、
2
チ
ー

ム
で
13
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
は
1
試
合
5
人
で
臨
み
、
佐
々
木

さ
ん
は
3
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
成
績

は
1
勝
2
敗
。
試
合
は
特
に
緊
張
す
る
こ
と

も
な
く
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
は
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
と
が
ん
ば
っ
た
そ
う
で
す
。
チ

ー
ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
佐
々
木
さ
ん
は
大

き
な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
最

高
齢
者
賞
」。
今
回
の

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
に
全
国
か

ら
出
場
し
た
選
手
の
中

で
一
番
の
高
齢
者
に
贈

ら
れ
る
賞
で
す
。
こ
れ

ま
で
地
元
で
は
い
く
つ

か
の
賞
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
全
国
の
大
会
の
場

で
賞
を
い
た
だ
く
の
は

初
め
て
で
、
大
会
会
長
か
ら
賞
状
と
楯
を
授

与
さ
れ
た
と
き
は
す
ご
く
感
動
し
た
と
の
こ

と
。
そ
し
て
、
大
会
終
了
後
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
仲
間
と
定
期
観
光
バ
ス
で
長
崎
見
物
を

し
て
、
疲
れ
も
忘
れ
て
大
い
に
楽
し
ん
で
き

た
そ
う
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た

の
は
65
歳
の
時
で
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

誘
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以
後
、
長
く
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
き
た
佐
々
木
さ
ん
で

す
が
、
平
成
28
年
1
月
27
日
に
は
、
公
益
財

団
法
人
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会
長
か
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
し
た

と
い
う
こ
と
で
「
健
康
功
労
賞
」
も
受
賞
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
近
く
の
公
民
館
で
週
3

回
ほ
ど
午
前
中
に
仲
間
15
人
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
が
、
練
習
場
ま
で
は
自
転
車
で
行
く

ほ
ど
元
気
で
す
。
体
が
続
く
う
ち
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
た
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

日
常
生
活
で
は
、
朝
は
6
時
に
起
床
し
、

夜
は
9
時
前
に
就
寝
す
る
毎
日
で
す
が
、
朝

食
と
夕
食
は
欠
か
さ
ず
に
食
べ
、
昼
食
は
茶

菓
子
で
軽
く
済
ま
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
十
分
だ
と
い
う

佐
々
木
さ
ん
。
70
歳
く
ら
い

ま
で
は
神
楽
に
も
参
加
し
、

町
内
会
行
事
を
盛
り
上
げ
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。「
今
の
自
分
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
一
番
の
楽
し
み
だ
」

と
最
後
に
熱
く
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

宮
城
い
き
い
き

シ
ニ
ア
だ
よ
り

県
内
に
お
住
ま
い
の

元
気
シ
ニ
ア
を
紹
介
し
ま
す
！

★交流サロン…予約なしで使用できます

★「みやぎＮＰＯ情報ネット」をご活用下さい

相談

Q
&
A

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ ‌�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と
は
ど
ん
な
制

度
で
す
か
。

Ａ ‌�

資
金
の
貸
付
に
合
わ
せ
て
必
要
な
支
援
及

び
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
及

び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
各
事
業
と
連
携
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
の

自
立
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

Ｑ ‌�

貸
付
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ ‌�「
低
所
得
世
帯
」

世
帯
収
入
の
合
計
額
が
本
会
で
定
め
た
収

入
額
を
越
え
な
い
世
帯

「
障
害
者
世
帯
」

「
身
体
障
害
者
手
帳
」、「
療
育
手
帳
」、「
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
の
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
た
方
の
い
る
世
帯

「
高
齢
者
世
帯
」

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
（
日
常

生
活
上
療
養
ま
た
は
介
護
を
要
す
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
属
す
る
世
帯
）
以
上
の

対
象
要
件
の
ほ
か
、
県
内
在
住
者
で
あ
る

こ
と
（
原
則
と
し
て
住
民
票
と
居
住
地
が

同
一
で
な
い
場
合
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
お
住
い
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
民
生
委
員
の
関
わ
り
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ ‌�

ど
の
よ
う
な
資
金
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ ‌�

生
活
福
祉
資
金
は
①
総
合
支
援
資
金
、
② 

福
祉
資
金
、
③
教
育
支
援
資
金
、
④
不
動
産

担
保
型
生
活
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

①
総
合
支
援
資
金
は
失
業
等
に
よ
り
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
生
活
費
等
の
必
要
な

費
用　

②
福
祉
資
金
は
技
能
習
得
に
必
要

な
費
用
や
療
養
に
必
要
な
経
費
等　

③
教

育
支
援
資
金
は
高
校
、
大
学
等
へ
の
就
学
に

必
要
な
費
用
等　

④
不
動
産
担
保
型
生
活

資
金
は
高
齢
者
世
帯
に
居
住
用
不
動
産
を

担
保
と
し
て
生
活
費
を
貸
付
。

　
な
お
、
資
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
込
み

の
際
に
は
、
世
帯
の
実
情
を
証
明
で
き
る
書

類
の
提
出
や
、
借
入
し
た
場
合
の
具
体
的
な

返
済
見
込
な
ど
、
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
貸
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
お
住
い
の
市
町
村
社
協
の
社
会
福

祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
支
援
課　
生
活
資
金
貸
付
係

　
０
２
２
―

２
２
５
―

８
４
７
８

▲ねんりんピック大会会長から送られた
賞状と楯を前にする佐々木さん
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情報掲示板

INFORMATION
温かい真心をありがとうございます

下記の方々から、本会に寄付金をいただきました。温か
い真心に感謝申し上げます。(平成28年11月24日現在)

平成28年11月18日　株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために………………………… 60,433円

要望書の回答を頂きました
　平成28年9月15日、宮城県保健福祉部社会福祉課に

提出した、国及び宮城県に対する要望書の回答が平成

28年11月15日に届きました。

　届いた回答は、宮城県社会福祉協議会ホームページ

でご覧になれます。

看護師・准看護師を募集しています！
　宮城県社会福祉協議会では、本会で運営している各

種社会福祉施設おいて業務する

看護師・准看護師を募集しています。

職　種：看護師、准看護師

勤務先：‌�宮城県社会福祉協議会が管理運営している

県内の社会福祉施設

主に泉区、太白区、大和町の特別養護老人

ホームや障害者施設などです

　

詳細については、本会ホームページに掲載しております

のでご覧ください。

アドレス：http://www.miyagi-sfk.net/

仙
台
市
内
に
は
復
興
公
営
住
宅
（
災
害
公

営
住
宅
）
が
40
か
所
、
そ
の
う
ち
太
白
区
内

に
は
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
６
団
地
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
白
区
事
務
所
で
は
こ

れ
ら
６
団
地
の
入
居
者
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
支
援
を
地
域
団
体
や
関
係
機
関
、

行
政
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
茂

庭
第
二
復
興
公
営
住
宅
は
、
太
白
区
西
部
の

丘
陵
地
に
全
１
０
０
戸
整
備
さ
れ
、
12
月
現

在
55
戸
が
入
居
し
て
お
り
、
他
の
団
地
に
比

べ
単
身
者
の
入
居
が
特
に
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
入
居
者
支
援
の
取
組
み
を
ス
テ
ッ
プ
ご

と
に
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１ 

支
援
組
織
を
つ
く
る

入
居
に
先
立
つ
平
成
28
年
１
月
、
茂
庭
台

学
区
町
内
会
連
合
会
、
同
地
区
社
協
、
同
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
同
地
区
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
内
福
祉
施
設
、
区

役
所
な
ど
の
団
体
、
機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
茂
庭
第
二
復
興
公
営
住
宅
支
援
者
連
絡
会

※
を
設
け
ま
し
た
。
事
務
局
は
太
白
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
と
市
社
協
太
白
区
事
務
所
が

共
同
で
担
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２ 

支
援
者
が
活
動
す
る

①
支
援
者
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
、

支
援
方
法
や
心
構
え
、
受
援
者
の
気
持
ち
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。（
２
月
）
②
生
活
者

目
線
で
直
ぐ
に
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
た
地

図
入
り
の
情
報
マ
ッ
プ
を
作
製
。
③
民
生
委

員
と
地
区
社
協
福
祉
委
員
が
入
居
直
後
か
ら

戸
別
訪
問
を
行
い
、
情
報
マ
ッ
プ
な
ど
を
手

渡
し
、
氏
名
な
ど
の
情
報
を
聞
き
取
り
し
、

入
居
者
名
簿
を
独
自
に
作
成
。（
４
月
）
④

生
活
上
の
不
安
や
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

に
応
じ
、
関
係
機
関
に
繋
ぎ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
３ 

入
居
者
の
中
か
ら
世
話

人
を
見
つ
け
る

顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た
交
流
会
（
５
月
）
や

サ
ロ
ン
の
中
で
、
世
話
人
の
人
選
を
行
い
、

住
宅
内
の
諸
課
題
に
つ
い
て
住
民
同
士
が
話

し
合
い
を
始
め
ま
し
た
（
８
月
）。

ス
テ
ッ
プ
４ 

世
話
人
会
と
支
援
者
が

一
緒
に
活
動
す
る

世
話
人
会
と
支
援
者
が
、
住
宅
の
課
題
で

あ
る
清
掃
、
顔
合
わ
せ
機
会
や
集
い
の
場
と

し
て
の
サ
ロ
ン
（
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
た
ん
ぽ

ぽ
）
を
７
月
か
ら
毎
月
２
回
、
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
特
に
一
斉
清
掃
は
、
多
く
の

住
民
が
参
加
し
、
終
了
後
に
は
ミ
ニ
交
流
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
５ 

世
話
人
会
の
活
動
を
支

援
者
が
お
手
伝
い
す
る

12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
世
話
人
会
が

企
画
、
準
備
、
進
行
を
担
い
、
支
援
者
が
お

手
伝
い
し
、
児
童
福
祉
施
設
の
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
が
あ
り
地
域
住
民
も
多
く
参
加
し
、
交

流
が
深
ま
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
年
1
月
に
は
、
餅
つ
き

大
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
６ 

ま
と
め
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
へ
）

単
身
者
が
多
く
、
つ
な
が
り
、
支
え
あ
い

の
必
要
性
が
よ
り
高
い
団
地
で
あ
り
、
交
流

行
事
、
サ
ロ
ン
、
清
掃
な
ど
の
実
施
及
び
住

宅
内
課
題
を
話
し
合
う
世
話
人
会
を
月
２
回

開
い
て
い
ま
す
。
入
居
者
は
、
こ
れ
ま
で
町

内
会
活
動
の
経
験
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
住
民
主
体
の
活
動
を
積
み
重
ね
て
き

た
こ
と
で
住
民
同
士
の
交
流
、
信
頼
関
係
が

深
ま
り
、
住
民
自
身
が
誇
り
と
自
信
を
持
ち

始
め
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
力
で
住
み
や

す
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
団
地
を
つ
く
っ

て
い
く
活
動
が
、
今
後
、
自
治
組
織
の
立
上

げ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
寄
稿
）

復
興 

宮
城
の 

い
ま

住
民
力
で
住
み
や
す
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
団
地
に

　
～�

地
域
団
体
等
の
連
携
に
よ
るコミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
ま
で
の
支
援
の
事
例
～

仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
太
白
区
事
務
所▲�オープンカフェたんぽぽ…誰でも参加できるサロンです

▲茂庭第二復興公営住宅一斉清掃

NPO法人みやぎセルプ協働受注センターでは、
働く障害者の方々を応援しています！
URL  http://www.miyagi-selp.org
　　   http://www.facebook.com/miyagiselp

県内の障害者就労支援事業所で作るオススメの製品を紹介します。

ご卒業・ご入学・ご入園式用のお花一式プロデュース致
します！
ご卒業・ご入学・ご入園式用のお花・お弁当を利用者・職員共に丹精込め
てお作りしております。式典用コサージュ￥390～、花束・ミニブーケ・
一輪束・アレンジメント（※ご予算要相談）花鉢￥600～ご用意致します。
また、お弁当も￥1,000 ～ご用意しております。詳細はお電話にてお問い
合わせ、またはホームページをご覧下さい。

製作者より
仙台ローズガーデンの商品は全てひとつひとつ丹精込めて手作りで作成し
ております。品質にこだわり新鮮なお花をお届けする為に全ての商品の仕
上がりや水の管理、食品に関しては衛生管理に全力で取り組んでおります。

【事業所紹介】商品のお買い求め、ご相談は下記にて承っております。
社会福祉法人太陽の丘福祉会　障がい福祉サービス事業所　仙台ローズガーデン
〒981-3215　宮城県仙台市泉区北中山4丁目26-18
TEL／022-376-1187　　FAX／022-376-1193　　  taiyounookafukusikai@crux.ocn.ne.jp
ホームページ：http://www.s-rosegarden.com
最寄りの交通機関：仙台駅バスプール13番・14番より西中山・北中山行き、北中山4丁目バス停下車徒歩2分

オススメ
製品の ご紹介

※仙台市の復興公営住宅整備地域では、多くの地域で「支援者組織」が立ち上がりました。組織の構成は地域の事情により異なりますが、町内会、
地区社協、地区民児協などの団体が主要メンバーとして顔を揃えています。

宮城県社会福祉協議会
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